
各教科等における
「令和７年度の重点」

「自ら考え、判断し、表現できる子供」を目指して

徳島県教育委員会

「徳島版読解力」を構成する「５つの力」

１ 正確に読む力

    多様なメディアが発信する文章などから、読み違い、読み飛ばし、思い込み等をせずに
情報を読み取る力

２ 必要な情報を取り出す力
    読み取った情報から、目的や意図に応じて、必要な情報を選び出す力

３ 比較・関連付けて理解する力

取り出した情報を比較したり、相互の関係性を見出したりしながら、共感的、批判的な
視点で情報の価値を捉える力

４ 見直す力

    取り出した情報が、問題を解決するために適切かどうかを点検する力

５ 発信する力
    取り出した情報を基に、目的や意図に応じて自分の考えを明確にし、
表現方法を選んで発信したり交流したりする力

学習指導要領では、子供たちに知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育むため、育成を目指す資
質・能力の三つの柱として「知識及び技能」の習得と「思考力、判断力、表現力等」の育成、「学びに向かう
力、人間性等」の涵養が示されています。
これらの資質・能力を育成するため、子供たちが学びの過程の中で、他者との協働を通じて自己の考えを広

げ、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、自ら課題を見いだして解決策を考えたりするなど、１人１
台端末を活用し、「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善することにより、学校教育における質の
高い学びを実現します。
徳島県教育委員会では、「確かな学力」において目指す子供像を「自ら考え、判断し、表現できる子供」と

し、「豊かな心」「健やかな体」の育成との調和を図りながら、目指す子供の姿を実現します。
また、多様で複雑な現代の社会を生きていく子供たちには、様々な形式で伝えられる情報を読み取る力や、

自分の考えを形成するために必要な情報を取捨選択し、選び取った情報を解釈したり活用したりする力が必要
となります。このような力を「徳島版読解力」と定義し、すべての教科等においてその育成を図ります。



小学校の各教科等の重点

○対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解するとともに、材料や用
具を使い、表し方などを工夫して、創造的につくったり表したりすることができる。

○造形的なよさや美しさ、表したいこと、表し方などについて考え、創造的に発想や構想をしたり、
作品などに対する自分の見方や感じ方を深めたりすることができる。

○つくりだす喜びを味わい、主体的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうとすることができる。

目指す子供の姿
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①造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解したり、表し方などを工夫して、創造
的につくったり表したりする学習活動の充実
◇自分の感覚や行為を通して、形や色などの造形的な視点を理解する学習活動を設定する。
◇材料や用具について基本的な扱い方を理解した上で、扱うこと自体を楽しめる活動を設定
する。

②創造的に発想や構想をする学習活動の充実
◇形や色などの造形的な視点を基に、児童の思いを大切にした学習活動を重視する。
◇造形遊びの活動を年間指導計画上で適切に位置付け、活動の充実を図る。
◇「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の相互の関連を図る学習場面を設定する。
◇「つくり、つくりかえ、つくる」活動を重視する。

③作品などに対する自分の見方や感じ方を深める学習活動の充実
◇友達の表現や作品、親しみのある美術作品、生活の中の造形等を鑑賞する場面を設定し、
自分の考えや表現の仕方との共通点、相違点を見付ける学習活動を行う。

◇見方や感じ方について交流する学習を設定し、交流の中で心に残った友達の言葉や表現の
仕方の工夫を書き留めるなどして、互いのよさや個性を尊重し合う活動の充実を図る。

④ＩＣＴの効果的な活用による表現及び鑑賞の活動の充実
◇表現活動では、表現したことを画像や動画で記録したり、容易に試行錯誤することができ
るソフトウェアを活用した表現を行ったりする。

◇鑑賞活動では、撮影した画像や動画を１人１台端末で共有しながら交流したり、美術館の
ウェブサイトを閲覧して美術作品を鑑賞したりする。

   

目指す子供を育成するための教師が取り組む具体的な実践内容

○家族や家庭、衣食住、消費や環境などについて、日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び
  技能を身に付けている。
○日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決方法を考え、実践を評価・改善し、考
えたことを表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。

○家族の一員として、生活をよりよくしようと、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返っ
  て改善したりして、生活を工夫しようとする、実践的な態度を身に付けている。

目指す子供の姿

①実践的・体験的な活動の充実
◇実習や観察、調査、実験などの実践的・体験的な活動を通して、習得した知識及び技能
を、生活の場で生かせるよう、児童の実態を踏まえた具体的な学習活動を設定する。

②問題解決的な学習の充実
◇児童が、生活を見つめ、問題を見いだして課題を設定し、様々な解決方法を考える学習
を通して、課題を解決できた達成感や、実践する喜びを味わうことができる学習過程を
計画する。

  ◇課題解決の見通しをもち、他者と協働しながら解決方法を考え、根拠や理由を明確にし
て分かりやすく説明したり発表したりする学習場面を設定する。

③ＩＣＴの効果的な活用
◇児童の思考の過程や結果を可視化する、大勢の考えを瞬時に共有化する、情報を収集・
整理し編集することを繰り返し行い試行錯誤するなどの学習場面において、ＩＣＴを効
果的に活用する。    

目指す子供を育成するための教師が取り組む具体的な実践内容家
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